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臀部の考古学 

―土偶研究の新視点― 

 

相場伸彦 
 

１．はじめに 
 

人間の身体と日常生活は密接に関係している。そのため身体的特徴を表現している土偶は過去の生活復元に

とって、重要な資料の一つである。しかし、これまでの土偶研究では身体的特徴の抽出はおろか、性別判定の基

準についても不明瞭であった。そこで、本研究では土偶の性別判定基準を実証的に示し、性別について検討する

ことに加え、土偶の身体的特徴を抽出することを研究の目的とした。 

型式学や図像学を用いた土偶研究は1930年代から行われてきた［Dahlin 1978; Lee 1969; Vaillant 1930］。これ

らの研究は土偶頭部を中心に型式分類を行ったもので、土偶を集成するための分析に終始している。1980 年代

に入り、ジェンダー考古学や身体の考古学の隆盛にともない、土偶における男女差が注目されるようになると

土偶の分析視点に変化がもたらされた［Joyce 1992, 1993］。こうして男女の役割を解明するための一資料として

土偶が用いられるようになった。さらに、土偶の身体を芸術的なものとして捉えるのではなく、生活を反映した

ものとして捉える必要があることが唱えられた［Joyce 2005; Leasure 2005］。 

しかし、ジェンダー考古学の潮流のなかで形成された分析視点は十分に深められることがなかった。2000 年

代以降は、理化学的分析技術の発達に伴い、胎土分析や三次元計測技術による土偶の型式分類に関する研究へ

と趨勢が変化した［Horcajada et al. 2014; Winemiller et al. 2018］。 

土偶研究におけるジェンダー考古学の視点が浸透しなかった背景のひとつとして、土偶の性別は判定基準が

曖昧であることが挙げられる。性別判定が曖昧であることは、同時に日々の生活や習慣によって作り上げられ

る身体的特徴も捉えられていない可能性を示唆している。そこで本稿では、土偶から古代の生活復元を目指す

という挑戦的な課題の一助として、メソアメリカ南東部の先古典期遺跡の土偶資料を扱い、土偶の身体的特徴

から性別を判定する新たな方法を提示する試論としたい。 

 

２．分析 
 

2-1．土偶胴部の型式 
本稿では、メソアメリカ南東部に位置するチャルチュアパ（Chalchuapa）遺跡、カミナルフユ遺跡（Kaminaljuyu）、

パソ・デ・ラ・アマダ（Paso de la Amada）遺跡とチアパ・デ・コルソ（Chiapa de Corzo）遺跡出土先古典期（紀
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元前 2000 年～紀元後 300 年）土偶胴部を対象に分析を行った［Ceja Tenorio 1985; Dahlin 1978; Lee 1969; 大井 

1995, 2000; Wetherington 1978; Yoshioka 2010］。 

メソアメリカ南東部は先古典期の土偶資料が豊富であるため、今回の分析資料として選定した（図1）。カミ

ナルフユ遺跡、パソ・デ・ラ・アマダ遺跡とチアパ・デ・コルソ遺跡については、報告書を参照した［Ceja Tenorio 

1985; Lee 1969; 大井 1995, 2000; Wetherington 1978; Yoshioka 2010］。チャルチュアパ遺跡については現地調査を

実施し、土偶の実測、計測および写真撮影をおこなった。土偶は先古典期前期から後期のものが出土している

が、今回は先古典期として一括に取り上げ分析対象とした。 

頭部と胴部が別個の状態で出土した土偶が多く、土偶頭部についても観察を行ったが、頭部の髪型や髭の有

無に性差の表現を確認することができなかった。そのため、本研究対象として土偶胴部を扱った。 

本研究では、チャルチュアパ遺跡ですでに設定されている10型式（K-1～T5型）に加え［Dahlin 1978］、今

 

 

図1 研究対象遺跡分布図（地理院タイルを加工） 
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回新たに9型式（I～IX型）を追加し、土偶胴部の分類を行った（図2）。 

 

 
図2 土偶胴部の分類（K-1～T-5型はDahlin 1978、V型はYoshioka 2010よりトレース） 
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2-2．土偶胴部の姿勢と計測の方法 

土偶の計測は一般社団法人人間生活工学研究センターが身体測定に用いる基準（註1）を参考に行った（図3、表

1）。身体測定は立位で行われるため、立位姿勢の土偶234点を計測対象とした。計測部位はa：肩幅、b：身幅、

c：ウエスト、d：腸骨稜上縁点幅と e：臀囲である。 

上半身の計測部位に含まれる肩幅に関しては、頂点がなく丸みを帯びているため形態学的特徴点を設けるこ

とが困難であると判断した。そのため、分析対象として選定した計測値は、下半身を形成する腸骨稜上縁点幅と

臀囲の計測値である。したがって、立位姿勢の土偶234点のうち、下半身を残す土偶胴部75点を性別特定のた

めの分析資料とした。この2つの計測値の関係性について検討するため、散布図を用いた。なお、計測値は小数

点第 1 位までの値を採用した。計測にはイラストレーター（Adobe Illustrator CC）の定規機能を用いた。2 次元

の画像を計測する際に、大きな差異が生じないよう、本稿では実際の遺物の大きさよりも、その計測値を用いた

ときの比率に対して分析をおこなった。 

はじめに、腸骨稜上縁点幅と臀囲の計測値を用いることが土偶の性別判定を行うにあたり妥当なものである

のかということについて検討する。そこで、土偶の形態に影響を及ぼしうる遺跡と型式、それぞれについて腸骨

 
図3 計測基準（一般社団法人人間生活工学研究センターの図を加工） 

 
表1 計測基準の名称と定義 

（記号a,c,dの名称と定義は一般社団法人人間生活工学研究センターの定義を採用した） 

 

 

記号 身体の形態学的特徴点 定義 土偶計測項目 定義

a 肩峰点
肩甲骨の肩峰の外側縁のうち、最も外側に
突き出している点

肩幅 肩峰点の高さにおける体幹の水平幅

b 脇の基点 脇の付け根の点 身幅 脇の基点の高さにおける体幹の水平幅

c ウエスト基点
体幹側面における第十肋骨最下点と腸骨稜
上点の中間の高さの点

ウエスト ウエスト基点の高さにおける体幹の水平幅

d 腸骨稜上縁点 腸骨稜のうち、最も上縁の点 腸骨稜上縁点幅 腸骨稜上縁点の高さにおける体幹の水平幅

e 臀部側突点
腰部と大腿部に挟まれた部位のうち最も外
側についている点

臀囲 腰部と大腿部に挟まれた部位のうち最大幅
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稜上縁点幅と臀囲の相関関係を散布図で示し、比較を行った。 

 腸骨稜上縁点幅と

臀囲の計測値という

2 変数の相関関係を

検討するにあたり、

散布図を利用する

（図4）。散布図は二

つの値にどのような

関係性があるのかを

視覚的に示すもので

ある。男性と女性で

は骨盤の形に違いが

あるため、土偶の男

女差も骨盤付近にあ

らわれると推測した。本稿では、この特性を腸骨稜上縁点幅に対する臀囲の大きさの関係性として用いる。 

また、本稿では散布図や相関係数（註 2）に影響を及ぼす外れ値を活用する。外れ値とは本来、他のデータに比

べ極端に小さい値や大きい値を指す。図 4 の散布図は右上がりの直線に近く、一見まとまりがあり、相関係数

も高い数値を示している。しかし、実際の資料では腸骨稜上縁点幅に対して臀囲が極端に大きいもの（三角形）

と、小さいもの（星形）などが一括りにされている。本研究ではそれらの資料を便宜的に外れ値とした。そこで、

遺跡、型式、性別のうち最適な要素を抽出するため相関係数の比較に加え、外れ値として定めた資料を分類でき

ているのかどうかという点を重視した。 

 

2-3．遺跡ごとの相関関係 
散布図と相関

係数を用いて遺

跡ごとの相関関

係を示した（図

5）。分析を行った

土偶の点数（デー

タ数）は、カミナ

ルフユ遺跡の土

偶胴部 4 点（n＝

4）、チアパ・デ・

コルソ遺跡の土

偶 胴 部 10 点

（n=10）、チャル

チュアパ遺跡の

土偶胴部 59 点（n=59）、パソ・デ・ラ・アマダ遺跡の土偶胴部 2 点（n=2）である。各遺跡の相関係数は 1 に

 
図4 土偶胴部の散布図 

 

 

図5 遺跡ごとの相関関係 
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近く、正の相関が強い。これは、土偶胴部の腸骨稜上縁点幅に対する臀囲の比率は、類似した比率のものが多い

ことを示している。一方で、データ数の多いチャルチュアパ遺跡の散布図の分布密度は小さく、腸骨稜上縁点幅

と臀囲の比率に規則性はみられなかった。チャルチュアパ遺跡出土の土偶のうち、腸骨稜上縁点幅に対して臀

囲が極端に大きいものと、小さいものを分類できなかった。よって、腸骨稜上縁点幅と臀囲の相関関係は遺跡と

いう要素によって規定されるわけではない可能性が高いことが考えられる。 

 

2-4．型式ごとの相関関係 
次に、散布図と相関

係数を用いて型式ご

との相関関係を示し

た（図6）。分析を行

った土偶の点数（デー

タ数）は、型式不明の

土偶胴部 35 点（n＝

35）、T-1型の土偶胴

部10点（n＝10）、T-

2型の土偶胴部9点（n

＝9）、T-3型の土偶胴

部17点（n＝17）、X-

1型3点（n＝3）であ

る。VII型は1点（n＝

1）のみのため除いた。各型式の相関係数は1に近く、正の相関が強いといえる。このことは、土偶胴部の腸骨

稜上縁点幅に対する臀囲の比率は、類似した比率のものが多いということを示している。一方で、データ数の多

い T-3 型の土偶の散布図は分布密度が小さく、腸骨稜上縁点幅と臀囲の比率に規則性がみられない。遺跡ごと

の土偶と同様に、腸骨稜上縁点幅に対して臀囲が極端に大きいものと、小さいものを分類できていない。型式ご

との相関関係では、遺跡ごとの相関関係と同様にデータ数が少ないことや、外れ値を含めた型式不明の土偶胴

部について説明することができなかった。 

各遺跡や型式にみられる土偶胴部の特徴は、土偶の臀囲と腸骨稜上縁点幅の比率に関係があることを指摘す

ることができなかった。つまり、臀囲と腸骨稜上縁点幅の比率は他の要因により規定されていることになる。体

型に影響を及ぼす他の最も重要な要因として、性別が考えられる。特に解剖学的には臀部は遺伝と骨盤の形状

により外形が異なり、男性と女性では本質的に骨盤の形状が異なることや、「歩く」や「走る」といった行動は

臀囲を狭め、出産の経験は臀部を大きくすることなどが指摘されている［Spencer and Gillen 2005］。そこで、他

の身体的特徴との相関関係によって性別を判定する方法として、今回は便宜的に生殖器との相関関係を確認し

た。 

 

2-5．性別による相関関係 
まず、性別を検討するにあたり股部にみられる性的特徴の有無により性別を特定した。男性器の明確な表現

は不明である。女性器は胴部に直接刻みを施すことにより表現されていた。そのため、その特徴をもつ土偶胴部

 
図6 型式ごとの相関関係 
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を女性とした。それ以外の土偶胴部は、腸骨稜上縁点幅を 1 とした時の臀囲の比率を基準に分類した。女性器

をもつ土偶の比率は最小値が 1.23 を示した。したがって、土偶胴部のなかで腸骨稜上縁点幅を 1 とした時の臀

囲の比率が1.23以上の土偶を女性とし、1.23未満の土偶を本論では男性とした。点数では、女性が61点、男性

が14点となり、女性形象土偶を多く確認した。 

次に、散布図と相

関係数を用いて男女

ごとの相関関係を示

した（図7）。 

本稿では、より詳

細に土偶胴部の性別

について検討する。

性別を判定するにあ

たり、腸骨稜上縁点

幅と臀囲の計測値の

相関関係について述

べたが、土偶の製作

方法は手づくねであ

る。よって、男性と

女性の性別が腸骨稜上縁点幅と臀囲の数値で明確に分かれるとは考えにくい。そこで男性的な体型と女性的な

体型の特徴を導くため、最小二乗法（註3）によりひかれた回帰直線（註4）を利用する。 

回帰直線はExcelを用いて設定した。先述したように土偶胴部の腸骨稜上縁点幅と臀囲の計測値の相関関係は

強い正の相関を示した。この相関関係が強いほど、散布図上の点は、直線に近づいていく。腸骨稜上縁点幅に対

して臀囲の値が大きいものに女性器を確認したこと、そして、解剖学的にも女性の方が、男性よりも骨盤が広い

ことから、本稿では散布図上の腸骨稜上縁点幅（Y軸）に対して臀囲（X軸）の値が大きくなるほど、女性的な

体型とし、逆の場

合は男性的な体型

とした。回帰直線

を引くことで、こ

のことを視覚的に

捉えやすくしたも

のが図 7 である。

土偶胴部に完全な

性差があれば、回

帰直線付近に点が

集まるが、分析結

果を示した散布図

中には男性と女性

の回帰直線で挟ま
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近く、正の相関が強い。これは、土偶胴部の腸骨稜上縁点幅に対する臀囲の比率は、類似した比率のものが多い
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れる範囲にもデータが存在していた。 

女性の回帰直線（図7の破線）よりX軸側は、腸骨稜上縁点幅に比べ臀囲が大きい女性的体型を示している。

対して、男性の回帰直線（図 7 の実線）よりY 軸側は、腸骨稜上縁点幅に比べ臀囲が小さくなる男性的体型を

示している。このことは、女性の回帰直線から Y 軸側に向かうにつれ、臀囲が小さくなり男性的体型に近づく

ことと、男性の回帰直線からX軸側に向かうにつれ、臀囲が大きくなり女性的体型に近づくことを示している。

問題はこの男性と女性の回帰直線で囲まれた範囲である（図7）。この範囲には男性的体型の女性形象土偶や女

性的体型の男性形象土偶を含んでいる可能性がある。そこで、この範囲に存在する土偶胴部37点を対象に再び

回帰直線を引いた（図8）。この回帰直線を男女の体型区分となる中性とした。これより、男性・女性という単

純な二分法ではなく、男性的体型をもつ女性形象土偶である「中性的女性」、女性的体型をもつ男性形象土偶で

ある「中性的男性」という新たな区分を設定することが可能となった。図 8 を用いてその区分について説明す

ると、「男性」は中性の回帰直線よりも男性の回帰直線側、「中性的男性」は中性の回帰直線を境にして女性の

回帰直線側、「中性的女性」は中性の回帰直線を境にして男性の回帰直線側、「女性」は中性の回帰直線よりも

女性の回帰直線側ということになる。本稿では、それぞれ男性 13 点（n=13）、中性的男性 1 点（n=1）、中性

的女性9点（n=9）、女性52点（n=52）を確認した。 

 

2-6．土偶臀部の下垂具合 
土偶の性差を分析後、土偶臀部の下垂

具合について検討するため、臀部の角度

を計測し、ヒストグラムを作成した。臀部

に着目したのは資料数が豊富であること

のほかに、土偶臀部を観察した際に、半円

形に近いものから下垂させたような表現

のものを確認したことによる。また、解剖

学的な視点では、臀部の下垂要因の一つ

として筋肉の退化が指摘されており［笠

井 2004］、筋肉の退化に注目することで、

日々の活動の結果が土偶の体型に痕跡と

して表現されている可能性が考えられる

ためである。 

分析対象となる資料は土偶胴部74点で

ある。分析資料には反転復元を行った資

料も含めている。下垂具合を調べるにあ

たり、臀部の角度に注目した。そこで、土偶胴部を側面から観察したときの臀部後突点に円の中心を置き、その

中心角の大きさを求め、ヒストグラムを作成した（図9・10）。臀部の角度の最小値は95度、最大値は180度、

平均値は143度、中央値は146.5度を示した。全体として最も多く確認できた臀部角度は142～154度を示した。

さらに、142～154 度の角度は女性、中性的女性、男性形象土偶のすべての土偶臀部においても最も頻繁に確認

することができた。そこで、この角度を臀部の下垂の境と捉え、この角度よりも鋭角に近づくほど臀部の下垂表

図9 土偶臀部の傾き 
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現が顕著になり、この角度よりも鈍角になるほど臀部は下垂表現がみられないものとして扱った。 

その結果、鋭角な値に近づく 142 度未満のものは女性や中性的女性の臀部で確認でき、中性的男性や男性の

土偶臀部は142度～154度周辺に集中することが明らかになった。したがって、女性や中性的女性とした土偶胴

部には臀部下垂の表現が施されている可能性を指摘できる。また、少数ではあるものの、男性の土偶臀部にも下

垂表現を確認した。これらのことは、土偶の身体的特徴として女性の方が臀部下垂の傾向が大きく表現されて

いると思われる。 

 

３．まとめと今後の課題 
 

3-1．分析結果と考察 

分析から明らかなった点は次の三点である。 

まず、土偶の性別特定方法の

一つとして、生殖器の有無だけ

ではなく、立位姿勢の土偶の腸

骨稜上縁点幅と臀囲の相関関係

を検討することが有効であると

考えられる点である。 

次に、性別は散布図と回帰直

線の範囲次第で、男性と女性以

外に、女性的な体型に近い中性

的男性、男性的な体型に近い中

性的女性の存在を位置づけるこ

 
図10 土偶の性別と臀部の傾き 

 

 
図11 土偶の性別とその特徴 
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とができるのではないかという点である。 

最後に、土偶臀部の下垂具合は女性や中性的女性形象土偶ほど多く確認でき、男性形象土偶は女性や中性的

女性形象土偶のように下垂表現が顕著に施されていない点である。 

今後の課題として、メソアメリカの他地域や異なる時期の土偶についても検討が必要であると思われるが、

本研究の分析結果が示していることは、本稿で示した分析視点と方法が土偶の性別をより統計的かつ客観的に

判定できる有効な方法のひとつとして成立する可能性を含んでいるということである。また単に男女という二

項対立ではなく、中性的女性・男性が存在する可能性を指摘できた点も重要であると考えている。本研究で示し

た具体的な判別方法を用いて、今後は生活習慣の復元も射程にすることができると考える。特に臀部の下垂傾

向は、単純に性別による差異としてだけではなく、生活習慣の違いとも関係していると考えられているからで

ある［笠井 2004］。例えば、座位で活動することが多いと思われる家庭内生産活動（織物、調理、土器作りな

ど）では臀部の下垂傾向が大きく、立位で活動することが多い屋外活動（狩猟、採集、運搬など）では臀部の下

垂傾向が小さいといった推定を可能にするかもしれない（図11）。 

 

3-2．今後の課題 

 これまでの土偶研究は、型式分類、

図像学的解釈や用途の解明に終始し

ており、それ以上の展開があまりみら

れなかった。本稿で示したように生活

復元を目指し、客観的な指標をもとに

しながら進めることによって、他分野

との共同研究への展開も期待できる。

まず生活環境を復元する動物考古学

や植物考古学、そして人間の身体自体

を扱う骨考古学、同位体による古食性

推定の分野との共同が重要になると

思われる。こうして復元された古代の

生活環境による人体への影響がどの

程度土偶に表現されているのか、ある

いはされていないのか、ということも

視野に入れつつ、土偶研究と古環境や

古食性研究の共同を進めていく必要

があるだろう。さらに現在もマノやメタテ、機織りなどの伝統的な生活習慣を営んでいる集団の体型データや

Magnetic Resonance Imaging（核磁気共鳴画像法）データの収集も一助となる。また実験考古学的な手法として、

日常生活で座りながら作業をする際に、圧力分布測定装置をクッションとして設置し、身体のどの部分に圧力

が加わるのかを視覚的に確認する、それによって臀部形状がどのように変化するのか、といった模擬実験も有

効となるだろう（図12）。 

 このように土偶を古代社会の生活復元の一資料として見直すことによって、学術研究および官学連携が進み、

より実りある研究成果が得られるようになることに期待して本稿の結びとしたい。 
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